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発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

9・開隆堂 第1・2・3学年 
家庭分野 家庭・726  技術・家庭（家庭分野） 

 

取
扱
内
容 

○ 「Ａ家族・家庭と子どもの成長」 
これからの家族関係を考えられるように、家庭のはたらきや家庭の仕事を支える社会について考えた

り、幼児と触れ合ったりする活動を取り上げ、目標を達成できるようになっている。 
○ 「Ｂ食生活と自立」 

中学生の食生活に関心をもち、生活の中で食事が果たす役割を理解できるように、中学生に必要な 1

日分の献立について考えたり、肉や魚、野菜の調理をしたりする活動を取り上げ、目標を達成できるよう

になっている。 
○ 「Ｃ衣生活・住生活と自立」 

実生活の中でも実践できるように、家庭内での事故と安全対策や地震対策について考えたり、素材に適

した手入れや道具入れやショルダーバッグなどを製作したりする活動を取り上げ、目標を達成できるよう

になっている。 
○ 「Ｄ身近な消費生活と環境」 

消費者として主体的に行動できるように、消費生活のトラブルへの対応について理解を深めたり、環境

に配慮した消費行動について考えたりする活動を取り上げ、目標を達成できるようになっている。 
○ 知識・技能の習得、活用、探究への対応 

「1日3食の献立を立てて食事をつくる」や「1日家事体験」など、学習を通して習得した知識や技能

を活用する学習活動が取り上げられている。 

内
容
の
構
成
・
排
列
、
分

量
等 

○ 内容の構成・排列 
地域の食材を活用した郷土料理やおせちなどの行事食や各地の特徴的な住まいの写真資料を取り上げ、

生徒の興味・関心や地域の実態に応じて取り扱う内容を選択できるよう構成するなど、系統的、発展的に

学習できるような工夫がなされている。 
○ 内容の分量 

「Ａ家族・家庭と子どもの成長」は63ページ、「Ｂ食生活と自立」は78ページ、「Ｃ衣生活・住生活と

自立」は72ページ、「Ｄ身近な消費生活と環境」は66ページであり、総ページ数は278ページで、前回

より約5％増となっている。 

使
用
上
の
配
慮
等 

○ 「豆知識」を掲載し、キャラクターが学習のポイントを促し生徒が親しみをもって学習できるようにす

るとともに、著名人や専門家の話を掲載したり、実物大の食品例を示したりするなど、生徒の学習意欲を

高める工夫がなされている。 
○ 生徒が必要に応じて調べたり、確認したりしながら学習を進めることができるよう、教科書の記述を補

足する図・表や「ミシンの使い方」などの小学校で学習した基礎的・基本的な内容を想起する資料を掲載

したり、学習課題を解決する際に本文の内容をより深く理解する上で参考となる内容に「参考」「探求」

のマークを付けて掲載したりするなど、生徒が主体的に学習に取り組むことができるような工夫がなされ

ている。 
○ 全ての生徒が学習しやすいよう、判読しやすい配色にするとともに、巻頭・巻末に、家庭分野の学習内

容や学習の進め方、教科書の使い方を掲載し、生徒が3年間の学習の見通しをもつことができるようにし

たり、今日的な課題に関する学習内容に「消費・環境」「防災」などのマークを付けたりするなど、使用

上の便宜が図られている。 

そ
の
他 

〇 北海道と関連ある教材は、「除雪ボランティア活動をする」など10箇所取り上げられている。 
〇 学習項目の冒頭には「学習の目標」、学習の節目には「ふり返り」を設け、反省・自己評価をして学習

内容の定着が図られるよう配慮されている。 
〇 各実習等で、作業の流れや手順、進め方を図式化するなど、分かりやすく表現している。 


